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投
資
を
超
ゆ
る
貯
蓄
の
過
剰

飯

田

藤

次

い
士
貨
幣
崎
通
事
情
わ
ら
生
が
る
札
て
の
況
定
が
な
い
も
の
と
慢
定
ず
る
こ
と
に
す
る
。

回
目

hー ふh

ミJ電 D

こ" '" 2 汚
司白色

4・←
こコ = 
h占町，

~ o 
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恥

十{聞

こ。 lz
-1 :::.: 
Z司 ピ
戸 Z
F 品

t-.::l ::~ 

日--
O .:;; 

/-、

， 

右
に
掲
げ
た
る
再
生
産
炎
式
が
志
味
す
る
事
責
上
の
生
産
規
模
は
、
そ
の
繍
張
が
将
来
四
一
日
倍
に
友
る
事
を
、
す
た
は
ち
生
産

機
張
翠
が

1
一日

で
る
る
事
を
抽
出
恋
し
て
ゐ
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
れ

rけ
に
け
の
事
責
上
の
資
本
蓄
積
が
招
来
行
は
れ
る
事
を

も
橡
想
し
て

b
る
の
で
あ
る
。
若
し
終
来
現
れ
る
事
責
上
の
資
本
蓄
積
が
混
在
の

四
一
日
倍
で
友
か
っ
た
な
ら
ば
、
枇
舎
的
再
生
産

は
停
滞
た
き
解
決
を
持
つ
事
が
出
来
友
い
せ
一
白
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
い
ま
四
一
日
倍
の
資
本
蓄
積
が
行
は
れ
た
と
し
よ
ろ
、
そ
れ
は
次

の
や
う
に
成
る
。

同
団
問
団
川
川
川
い
一
十
回
2
3
3
4
1
3・0
b
F
+
器
・
担
問

mug--o

一

♂

i
l
l
i
l
i
-
-
-
1
1
1
1
1
1
1

丈
凶
)

5
5
t
2
2
1
「
同
同
位
浮
ぽ
田
仲
直
一
円
JM円
丁
目
富
一
-

第
一
部
門
に
ゐ
け
る
括
弧
内
に
入
れ
ら
れ
た
部
分
は
、
自
己
部
門
の
内
部
に
沿
い
て
解
決
さ
れ
、
第
二
部
門
に
ゐ
け
る
括
弧
内
部
分

，~ 
咽

ロ
投
資
を
超
ゆ
る
貯
蓄
の
過
剰

第
四
十
四
巻

七

第

銃

九=一
J



投
費
を
超
ゆ
る
貯
蓄
の
過
剰

第
四
十
四
巻

六A

四

第
二
銃

七
四

も
ま
た
、
そ
れ
白
憾
の
部
門
に
お
い
て
解
決
さ
れ
る
。
第
一
部
門
に
お
け
る
括
弧
外
部
分
と
第
二
部
門
に
お
け
る
括
弧
外
部
分
と
は

相
等
し
く
、
相

A

比
に
交
換
さ
れ
、
全
て
の
運
行
は
停
滞
た
く
行
は
れ
る
。
師
会
り
、
此
鹿
で
は
方
程
式
相
織
川
が
時
間
想
し
て
ゐ
る
だ
け

の
資
本
蓄
積
が
照
来
現
は
れ
る
事
が
珠
恕
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
生
産
規
模
が
像
怨
し
て
ゐ
る
限
り
の
照
来
の
事
寅
上
の
資
本
蓄
積
が
生
や
る
で
あ
ら
う
、

と
い
ふ
事
は
伏
し
て
雑
賀
?

-
E
A
1
0
に
、
島
出

ε~7、

ド
ト
サ

t
L

…
一
ノ
仁
戸
可

A

こ
の
事
質
上
向
一
生
産
腕
桜
が
橡
恕
し
て
ゐ
る
以
上
の
世
帯
質
よ
の
資
本
議
続
が
生
じ
た
と
す
れ
ば
、
ナ
な
ば
ち

こ
の
生
産
規
模
が
猿
想
し
て
ゐ
る

12 
11 

倍
の
資
本
蓄
此
E
J
F
附
刑
来
覗
以
れ
中
、

11 
1臼

倍
に
紅
る
事
質
上
の
資
本
蓄
積
が
現

1
2
〉

山
村
，
羽

f

は
れ
た
と
し
た
ら
、
さ
き
に
展
開
し
た
再
生
産
の
運
行
は
ど
う
怠
る
で
あ
ら
う
か
。

同

h
c
c
D
F
十
点
肝
(
)
号

p
p
十
】

A504-+{}〔}也、
p
〈
』
十
四
E
Z
-
H
H
r
u
E
C
U岳
}ヤ

(

m

w

)

戸
口
(
)
O
の
時
十
回
目
。

p
口
市
十
日
叶
mv
，
〈
凶
+
泣
・
H
D
〈
凶
+
H
c
-
D
何
回

U
凶
凶
由
(
)
)

回
同

右
の
表
式
聞
を
蹴
れ
ば
瞭
な
や
う
に
、
第
一
部
門
へ
向
け
ら
れ
る
購
民
資
力
は
、
第
一
部
門
の
ち
c
c
c
+
怠
o
b
p
と
第
二
部
門

の
5
8
P
+
H
E
P
♂
で
あ
っ
て
、
線
制
8
8
で
あ
る
し
‘
第
二
部
門
へ
貿
向
ふ
購
買
資
力
は
、
第
一
部
門
の
5
8
5
+
き
φ
じ

〈
凶
+
g
u
・
同
町
内
回
と
第
二
部
門
の
白
羽
♂
+
ぽ
-
H
b
F
+
H申
p
m
w
F
で
る
り
、
総
額
区
g
で
あ
る
が
、
第
一
部
門
で
は
g
g
し
か

生
産
物
が
た
く
、
第
二
部
門
で
は
お
呂
の
生
産
物
が
あ
る
の
で
、
生
産
手
段
は
そ
の
市
場
偵
格
が
g
だ
け
高
ま
り
、
消
費
手
段
は

g
r
け
そ
の
市
場
領
格
を
低
下
せ
し
め
ら
れ
る
事
と
反
る
で
あ
ら
グ
10

然
し
第
一
部
門
の
資
本
家
連
が
、
彼
等
が
獲
得
せ
る
旬
。
に
け
の
特
別
利
潤
を
、
消
費
手
段
の
鱗
買
の
た
め
に
支
出
す
る
と
せ
ば
、

第
二
部
門
へ
買
向
ふ
勝
目
員
資
力
の
綿
劉
は
路
呂
と
左
り
、
消
費
手
段
の

E
常
償
絡
は
そ
の
布
揚
債
格
と
晶
体
離
し
た
い
事
と
な
る
nr

。
凋
-y

m
M
7
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以
上
の
如
〈
生
産
手
段
生
産
部
門
に
拾
い

τ特
別
利
潤
が
愛
生
す
る
や
う
な
事
情
の
下
に
沿
い
て
は
、
消
費
手
段
に
封
ず
る
需
要

も
亦
荊
滋
に
た
る
の
が
普
通
で
あ
っ
て
、
次
の
や
う
に
な
る
で
あ
ら
う
。

同

11 

h・4.. . 
合
室
}
何
回

+
A
H
-
q
b
n
u
+
5
-
9
4
M
十
坦
司
-
A
p
h
p
〈
-
+
町
(
)
山
由
同
国
+
日
(
}
冨
苫
日
司
{
)
白
司
一

}

(

品

目

)

広
告
o
n
時
十
回
申
告
b
n
M
+
臼
叶
句
〈
時
十
日
F
H
b
〈
同
+
]
∞
∞
・

2
内
同
+
ロ
・
日
皆
目

H

昨
日
出
目
白
一

斯
く
て
線
招
ず
れ
ば
突
の
や
う
に
結
論
付
け
得
る
。
事
寅
上
の
生
産
規
模
が
橡
怨
し
て
ゐ
る
以
上
の
事
質
上
の
資
本
蓄
積
が
行
は

れ
L

ば
、
生
産
手
段
の
依
絡
は
そ
の
生
産
街
絡
を
離
れ
て
高
騰
し
、
消
費
手
段
債
僚
は
動
か
な
い
か
又
は
生
産
債
格
よ
り
は
少
な
い

に
せ
よ
そ
の
正
常
備
格
を
上
離
れ
、

所
謂
呆
気
上
昇
の
聞
が
浮
ぴ
上
る
事
と
な
る
。

町一

同
様
な
池
山
酬
は
洲
ヘ
ぽ
V
3
ピ
1
ト
ホ

7

に
沿
い
と
も
銭
べ
ら
れ
て
ゐ
る
日

資
ホ
主
義
附
法
制
の
干
で
は

!f虫
五iT

彼
に
上
れ
ば
刊

財
の
建
設
乃
至
購
賀
は
盟
純
在
所
得
で
注
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
投
資
さ
れ
た
所
得
帥
ち
皆
利
資
本
で
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
つ

て
、
夫
の
生
産
に
用
ゐ
ら
れ
る
間
接
消
費
財
の
購
買
も
結
局
常
利
資
本
で
恋
さ
れ
る
。
然
る
に
管
利
資
本
は
、
間
接
消
費
財
の
生
産

や
牧
徒
財
の
建
設
や
と
は
闘
係
た
し
に
形
成
さ
れ
る
。
反
針
に
又
、
間
接
消
究
財
の
生
産
や
牧
盆
財
の
建
設
や
は
、
替
利
資
本
が
ど

れ
打
け
形
成
さ
れ
る
か
を
も

E
確
に
知
る
専
攻
し
に
行
は
れ
る
。
従
っ
て
問
者
の
聞
に
は
、
組
制
酬
が
出
来
る
。
景
気
上
昇
期
比
は
、

間
接
消
安
財
を
購
買
せ
ん
と
す
る
替
利
資
本
が
過
剰
で
あ
り
、
間
援
消
費
財
の
方
が
不
足
す
る
。
と
一
一
一
日
ふ
の
で
る
る
。
す
た
は
ち
彼

に
・
な
い
て
も
ま
た
、
景
気
上
昇
の
面
に
た
い
て
は
.
貯
蓄
が
投
資
を
超
え
る
事
と
恋
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

ケ
イ
ン
ズ
は
、
貨
幣
使
用
の
目
的
と
は
無
闘
係
に
、
貨
幣
の
全
量
よ
り
出
愛
す
る
傍
統
的
な
方
法
よ
り
脱
出
し
て
、
そ
の
代
り
に

投
資
を
超
ゆ
る
貯
蓄
の
過
剰

第
四
十
四
巻

第
二
競

九
荒

二
七
五

柴周助教授・理論経済層、頁 458
勿論われわれが以上に展開しJ取れるもの占は臭ってゐるが、貯蓄が投資E越
えるとき宗『主主上昇が現はれると考へゐ駄においては柱l等しい。
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投
資
を
超
ゆ
る
貯
蓄
白
過
剰

第
四
十
四
巻

九
六

七
ノ、

第

披

祇
舎
の
収
入
又
は
貨
幣
所
得
の
流
れ
と
、

そ
れ
の
二
重
の
分
割
、
印
ち
(
ご
消
費
財
及
び
投
資
財
の
生
産
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
得
ら

れ
た
部
分
と
(
二
)
消
費
財
及
び
貯
蓄
に
そ
れ
ぞ
れ
支
出
さ
る
L
部
分
と
に
分
つ
こ
と
を
以
て
出
殻
賠
と
す
る
。

祉
舎
の
所
得
に
闘
す
る
此
等
の
分
割
の
第
一
が
第
二
と
同
じ
割
合
で
あ
る
一
な
ら
ば
、
邸
ち
生
産
費
に
上
っ
て
測
ら
れ
る
産
出
物
が

泊
費
財
と
投
資
財
と
の
聞
に
、
支
出
が
粧
品
市
消
費
と
貯
蓄
と
の
聞
に
分
た
れ
る
と
同
じ
割
合
に
於
て
分
た
れ
る
友
ら
ぽ
、
そ
の
場
合

に
は
消
費
財
の
慣
俗
水
準
は
生
産
究
1
L
均
何
そ
保
つ
べ
き
と
と
や
一
我
々
り
見
出
す
で
あ
ら
円
。

然
し
有
し
こ
の
比
例
的
在
分
割
が

つ
の
場
合
に
同
じ
で
な
い
な
ら
ば
、

そ
の
揚
A
日
に
は
消
府
一
貯
の
償
格
水
準
は
そ
れ
等
約
一
生
野
授
と
異
る
で
あ
ら
う
。

と
言
ふ
。

然
も
彼
に
公
い
て
は
投
資
の
費
用
と
貯
蓄
と
は
常
に
帯
離
し
う
る
可
能
性
を
持
っ
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
謂
離
の
県
出
と
し

て
大
韓
三
つ
の
事
情
を
皐
げ
て
ゐ
る
。
(
ご
貯
蓄
と
投
資
と
を
そ
れ
ぞ
れ
確
定
す
る
所
の
決
意
は
、
な
刊
々
他
に
多
〈
の
、
犯
意
を
捌
ふ

と
と
た
き
、
相
異
な
る
動
機
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
、
相
巽
る
二
組
の
人
ゐ
べ
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
、

か
ら
で
あ
り
、
ヘ
一
一
)
此
等
の
決

意
が
相
異
る
組
の
人
々
に
よ
っ
て
友
さ
れ
る
の
み
で
は
な
い
。
北
ハ
等
は
又
多
く
の
揚
合
に
於
て
呉
れ
る
時
に
注
さ
れ
ね
ば
友
ら
ね
。

例
へ
ば
増
加
せ
る
投
資
が
経
営
資
本
の
増
加
を
表
は
す
と
き
に
は
、
貯
蓄
の
行
筋
が
直
ち
に
必
要
と
さ
れ
る
事
は
事
貸
で
あ
る
。
併

し
生
産
の
佐
賀
に
綿
製
輔
が
る
っ
て
、
そ
れ
が
後
に
同
定
資
本
の
増
加
せ
る
産
自
高
を
生
や
ぺ
き
場
合
に
は
.
附
加
的
貯
蓄
は
生
産
過

程
が
完
了
さ
れ
る
と
き
に
必
要
と
さ
る
L

に
過
ぎ
友
い
、
か
ら
で
あ
る
。
(
一
一
一
)
貯
蓄
に
闘
す
る
事
柄
は
そ
の
性
質
上
着
賞
た
る
過
程

で
あ
り
、
他
方
に
於
て
周
定
資
本
に
ゐ
け
る
投
資
は
、
不
規
則
的
に
叉
後
作
的
に
進
む
の
が
通
常
で
る
る
か
ら
。
斯
〈
て
投
資
の
貸

用
と
貯
蓄
と
が
恭
離
す
れ
ば
、
消
費
財
債
格
は
そ
の
生
産
費
を
離
れ
る
事
と
な
る
。

以
上
の
事
情
を
彼
は
有
名
な
基
本
方
程
式
、
と
し
て
組
織
的
に
絞
辿
す
る
。

J. M. Keynes; A treatise on Money， !.9.~?:. Vol; ~: tl日 刊re t heory or Mo. 
ney， p. 134 卑摂f三三郎理・今イ y ，.*貨幣論、分勝之、河[8-19
Keynes; ibid.， p. 279・fIl.頂謀、前掲書、分勝3、買48
Keynes; ibid.， p. 279・鬼頭課、前借書、分加わ頁49
Keynes; ibid.， p. 280・鬼頭君、前病害、分JJJr3、頁50
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E
を
時
の
一
軍
侃
に
於
け
る
枇
合
の
全
貨
幣
所
得
と
し
、

V
を
そ
の
中
の
新
役
杏
材
の
生
産
に
上
っ
て
得
ら
れ
た
部
分
で
あ
る
と

せ
よ
。
然
ら
ぱ
Y
は
新
投
資
の
生
産
費
を
、
一
メ
問
問
、
は
消
究
財
の
経
常
産
出
高
の
生
産
費
を
示
す
こ
と
k

な
る
。
吏
に
、

S
を
貯

蓄
の
尚
で
あ
る
と
せ
よ
。
然
ら
ば

は
消
費
財
に
封
す
る
所
得
の
経
常
支
出
を
示
す
と
と
L

な
る
。
財
貨
の
数
量
の
軍
位
を
、

h、‘-

yコ

各
々
の
一
回
単
位
が
基
準
時
に
沿
い
て
同
一
生
産
交
を

J

行
ず
る
よ
う
に
法
ぴ
つ
L
そ
の
財
貨
軍
位
を
以
っ
て
表
示
さ
れ
る
財
貨
の
全
産

出
高
を
O
と
し
、

R
を
消
費
財
の
量
と
し
、
又
C
を

ο
H同
+
(
い
の
意
味
に
治
け
る
投
資
の
純
増
加
量
、

P
を
消
費
財
の
債
絡
水
準

三
-
m
(
L、
)
は
新
投
資
の
生
産
費
一
あ
る
。
さ
で
消
費
財
へ
の
枇
合

と
せ
よ
。
然
ら
ば
ぽ
は
消
費
財
へ
の
師
恒
常
支
出
を
一
不
し
、

日〉

支
IH 
l土

そ
の
所
得
と
そ
の
貯
蓄
と
の
聞
の
差
額
に
等
し
き
が
此
に
、

失
の
如
ぐ
な
る
。

pA3 

甘 I1

。lrJ2
+ 

;::;ll I 
!日J

;-'" 

:'l， 

，..，，-
に

欠1

唱ト

こ山

と
れ
が
彼
の
某
本
方
程
式
ー
で
あ
る
。
従
っ
て
消
費
財
の
促
絡
水
準
は
二
つ
の
項
よ
り
成
る
。
そ
の
第
一
は
生
産
費
を
表
示
し
、

共
の
第
二
は
、
新
投
資
の
費
用
が
経
常
貯
蓄
の
量
を
超
過
す
る
か
、

る。

相
等
し
き
-
か
或
は
不
足
す
る
か
に
従
っ
て
疋
零
叉
は
負
で
あ

然
も
彼
は
信
用
循
環
を
定
義
し
て
、
貯
蓄
の
量
に
封
す
る
投
資
の
費
用
の
超
過
と
不
足
の
交
代
及
び
乙
の
交
代
に
図
る
貨
幣
購
買

力
に
於
け
る
随
伴
的
シ
!
-
ソ
ー
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
よ
っ
て
み
て
も
貯
蓄
の
投
資
以
上
な
る
超

過
は
、
信
用
循
還
の
下
降
商
を
意
味
す
る
の
で
る
か
c

斯
く
て
ケ
イ
ン
ズ
に
沿
い
て
は
、
貯
蓄
が
投
資
を
超
え
れ
ば
、
消
費
財
債
裕

の
下
落
を
生
じ
、
や
が
て
信
刑
循
環
の
下
降
屈
を
意
味
す
る
事
と
友
り
、
わ
れ
わ
れ
が
前
に
展
開
し
た
結
論
と
全
く
反
動
と
友
る
の

投
資
を
漣
ゆ
る
貯
諸
白
過
剰

第
四
十
四
巻

第

抗

b 
七

九
七

又

Keynes; ibid.， p. 135-136 鬼頭課、前4封書、分iOJ-宮、頁19-21
Keynes; ibid.， P・277・鬼頃謀、前橋書旬、分加3、頁46-47r.景気沈滞。第一
原岡は投資を超えたる貯蓄の過剰であり、後になって蓄裁に封ずる噌太せる
性向によっで加重されると私は考へ品川Keynes，A Rejoinder， I~conomic Jo-
urnal， 1931.) 
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投
資
を
起
ゆ
る
貯
蓄
の
過
剰

第
四
十
凶
巷

二
七
八

第
二
裁

fL 
i¥ 

で
あ
る
。

こ
の
離
に
闘
し
て
ブ
レ
シ
ア
一
一
・
ト
ゥ
ロ
ニ
は
次
の
や
う
に
指
摘
し
て
ゐ
る
。
「
け
れ
ど
も
、
事
責
彼
等
一
剛
者
の
別
論
の
出
張
思
が

相
等
じ
い
に
し
て
も
、
投
資
と
貯
蓄
と
の
同
の
不
均
衡
か
ら
生
宇
る
結
果
に
闘
す
る
ケ
イ
ン
ズ
と
シ
ュ
ピ

1
ト
ホ
フ
と
の
見
餅
は
、

全
然
反
針
で
あ
る
。

貯
蓄
の
相
針
的

ケ
イ
ン
ズ
に
と
っ
て
困
難
の
根
底
と
友
る
も
の
は

シ
ュ
ピ

1
ト
ホ
フ
が
主
張
す
る
如
く
に

Y

小
日
止
で
は
恥
く
し
1
.
以
削
引
に
状
資
者
組
ゆ
み
貯
誌
の
渦
刑
で
め
り
、

」

bit-
町
円
い
に
r
r
コにい
vth
ト

ιLド

5
二
K
L
r
k
ζ
:
L
亡

U
5
1ノ

一桁河内同時
i
f
L
ヌ
到

U
一
7
4
t
t
二

3
q
1
L

一日
J
M
f
h
d
A
E
J
u
川

ru

(;t 

1E 
し
く
-1え

ι〉

揚
長T
Zに
(1) 

寸f
aう
る
01) 

と

け
れ
ど
も
伎
は
、

こ
れ
に
対
し
て
特
別
の
考
察
を
示
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
c

さ
て
我
k

は、

ケ
イ
ン
ズ
の
貨
幣
所
得
の
二
重
分
割
か
ら
問
題
に
入
る
事
に
し
よ
う
。

ケ
イ
ン
ズ
に
た
い
て
は
(
ご
枇
曾
の
貨
幣

所
得
(
二
)
生
産
諸
国
子
の
牧
入
及
び
(
一
ニ
)
生
産
費
な
る
三
つ
の
表
現
に
よ
っ
て
一
様
に
同
じ
も
の
が
意
味
さ
れ
て
ゐ
る
が
故
に
ヰ
投

資
財
及
び
消
費
財
の
生
産
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
得
ら
れ
た
部
分
」
の
線
計
段
る
枇
舎
の
貨
幣
所
得
と
、
「
消
費
財
及
び
貯
蓄
に
そ
れ
ぞ

れ
支
出
さ
る
h

部
分
L

の
綿
計
友
る
生
産
費
と
は
、
営
然
相
等
し
い
。
従
っ
て
前
者
の
分
割
と
後
者
の
分
割
と
を
、
「
枇
合
の
所
得
に

闘
す
る
此
等
の
分
割
」
又
は
「
二
重
の
分
割
」
と
い
ふ
一
言
葉
を
以
っ
て
表
現
す
る
の
で
あ
る
。

そ
と
で
そ
れ
が
正
に
同
一
物
の
二
草
分
割
で
あ
る
た
ら
ば
、
第
一
分
割
の
割
合
と
第
二
分
割
の
割
合
と
が
相
等
し
け
れ
ば
、
第
一

分
割
に
よ
っ
て
分
割
さ
れ
た
一
方
と
第
二
分
割
に
よ
っ
て
分
割
さ
れ
た
同
一
方
向
に
た
け
る
一
方
と
は
、
量
的
に
相
等
し
く
た
け
れ

ば
友
ら
た
い
。
我
々
の
場
合
で
一
一
一
日
へ
ば
、
第
一
第
二
分
割
の
割
合
が
等
し
い
以
上
、
消
費
財
の
費
用
と
消
費
財
に
支
出
さ
る
L
部
分

と
は
、
相
等
し
き
と
と
正
に
自
明
た
の
で
あ
り
、
そ
の
揚
合

K
泊
費
財
物
価
恨
の
動
か
た
い
の
も
自
明
の
事
で
あ
る
。

そ
の
分
割
の
割

合
が
異
れ
ば
、
消
費
財
の
生
産
費
と
消
費
財
へ
支
出
さ
る
h

部
分
と
は
異
た
り
、
支
出
部
分
が
消
費
財
の
生
産
費
よ
り
小
で
る
れ

C. ，;B r~s~i~ni-Tur~oni; The Theory of Sa.ving， 11.. Ec~momica ， i/o1. In (New 
Series)， No. 10， M"y， 1936. p. 164・
Keynes; ibid.， p.日 3 鬼頭謀、 1詰禍害、分知2、頁42) 



ば
、
首
然
消
費
財
の
侭
格
は
下
落
ず
る
肝
不
円
で
あ
る
の

乙
れ
を
八
刀
剣
の
一
他
の
側
に
付
い
て
み
れ
ば
、
最
初
の
場
合
に
は
投
資
の
費
用
と

貯
蓄
と
相
等
し
く
、
後
の
場
合
に
は
貯
蓄
は
投
資
の
費
用
を
超
過
し
て
ゐ
る
筈
で
あ
る
。
然
る
に
ケ
イ
ン
ズ
に
於
い
て
は
、
貯
蓄
の

最
と
投
資
の
貸
川
と
の
闘
係
は
、
貯
蓄
が
全
て
投
資
さ
れ
ま
た
は
貯
蓄
に
け
が
投
資
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
従
っ
て
投
資
の
債
値
と

貯
蓄
の
景
と
は
議
離
し
得
る
の
で
あ
る
が
放
に
、
投
資
財
の
阿
国
絡
に
附
し
て
何
等
の
意
味
を
も
持
た
な
い
の
で
あ
る
。
斯
く
て
投
資

財
の
債
格
に
闘
し
て
は
何
等
の
意
味
ち
持
つ
事
の
で
き
友
い
投
資
の
費
削
と
貯
蓄
と
の
闘
係
が
、
消
費
財
の
債
格
に
闘
し
て
は
、

わ

れ
わ
れ
が
前
に
綬
ぺ
た
ゃ
う
友
意
味
を
持
ち
得
る
の
は
、

ぞ
A
I

ン
ズ
が
、
此
の
投
資
の
費
用
と
貯
蓄
と
の
聞
係
に
よ
っ
て
、
消
費
財

の
費
川
と
消
費
財
へ
の
支
出
と
の
聞
係
を
把
採
じ
た
か
ら
で
あ
り
、
士
た
斯
く
把
え
件
ざ
る
限
り
全
く
の
ナ
ン
セ
ン
ス
に
格
ら
な
け

札
工
な
ら
な
い
乃
で
あ
る
。

従
つ
一
」
彼
幻
惑
ホ
ー
方
印
式
ー
が
μ十
凶
に
叫
べ
る
同
川
は
川

凶
胤
拭
削
引
と
そ
れ
へ
の
支
出
去
の
附
m
m
k泊
町
日
」
似

か
っ
た
の
で
る
る

3

そ
し
て
彼
は
彼
の
一
四
論
的
迫
及
を
此
庭
で
止
め
た
。
何
故
な
ら
貯
替
と
投
資
の
侭
値
と
は
、
彼
に
沿
い
て
等
し

く
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
紋
に
お
い
て
は
、
投
資
を
超
え
る
貯
蓄
の
過
剰
は
‘
消
費
財
債
格
の
下
落
を
意
味
す
る
事
と
な

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

乙
の
ケ
イ
ン
ズ
の
結
論
は
、
我
々
の
そ
れ
に
全
然
反
針
で
あ
る
と
い
ふ
事
は
、
前
に
辿
ぺ
た
の
で
あ
る
が
、
論
理
の
何
の
段
階
に

沿
い
て
も
反
劉
で
あ
る
と
い
ふ
認
で
は
な
い
。
何
仲
間
な
ら
我
々
の
再
生
産
表
式
明
の
揚
合
に
は
、
貯
蓄
が
投
資
を
超
え
た
と
き
消
費

手
段
刷
出
格
は
低
下
す
る
の
で
あ
っ
て
、

ケ
イ
y

ズ
の
揚
合
と
結
諭
を
等
し
く
す
る
の
で
る
る
。
雷
、
我
占
の
揚
合
に
は
追
及
が
そ
れ

で
止
ま
ら
な
か
っ
た
に
け
で
る
る
。
従
っ
て
こ
の
拡
に
関
聯
し
て
み
れ
ば
、

ケ
イ
ン
ズ
の
基
本
方
程
式
I
は
、
第
二
部
門
方
程
式
に

叫
到
底
ず
る
と
言
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。

と
の
結
論
の
一
致
は
、
勿
論
こ
の
段
階
で
の
み
で
あ
る
、
理
論
が
前
の
や
う
に
展
開
さ
れ

L

投
資
を
趨
ゆ
る
貯
蓄
ゆ
過
剰

第
四
十
四
巻

七
九

第

貌

ブむ

ブb



投
資
を
超
ゆ
る
貯
蓄
の
過
剰

第
四
十
四
巻

第

競

O 
O 

二
八

O

ば
、
忽
ち
相
反
す
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

印
ち
彼
が
投
資
の
侭
値
と
貯
蓄
と
の
聞
に
、

指
離
の
可
能
性
を
認
め
た
た
め
で
あ

る
。
従
っ
て
我
々
は
、
次
に
と
の
賠
を
追
及
し
て
み
る
事
に
し
よ
う
。

ワ
ル
ラ
ス
に
と
っ
て
は
、
新
投
資
財
の
綿
生
産
費
が
貯
蓄
の
量
か
ら
離
れ
う
る
に
し
て
も
、
新
投
資
財
の
慣
値
は
常
に
貯
蓄
に
等

し
く
あ
ら
ね
ば
友
ら
た
い
事
に
在
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
、

こ
の
貼
に
関
し
て
は
ケ
イ
ン
ズ
と
反
釘
で
る
る
。
だ
か
ら
ワ
ル
ラ
ス
に
ゐ

し、
円ー

に

は
、

全
般
と
し
て
の
産
品
物
の
平
均
的
格
に
ゐ
け
る
礎
化
も
全
開
利
潤
又
は
金
制
県
北
へ
も
、
貯
誌
と
出
資
の
的
侃
去
の
聞
の
不

と
と
L
な
る
譲
で
あ
る
。

調
整
に
よ
っ
て
は
生
歩
る
も
の
で
は
な
い
、

ケ
イ
ン
ズ
に
擦
れ
ば
、
若
し
貯
蓄
が
凡
て
且
つ
貯
蓄
の
み
が
、
新
投
資
財
の
購
買
の
た
め
の
支
出
に
首
て
ら
れ
る
も
の
な
ら
ば
、

消
費
財
の
債
格
騰
貴
は
必
然
的
に
投
資
財
の
債
権
下
落
L
」止なる
s

然
し
(
一
)
貯
蓄
は
凡
て
新
投
資
財
の
購
買
の
た
め
に
支
出
さ
れ
る

と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
り
、
(
一
一
)
叉
貯
蓄
の
み
が
新
投
資
財
の
購
買
の
た
め
に
支
出
さ
れ
る
と
も
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
第
一
に
闘
す
る
彼
の
説
明
に
よ
ら
う
。
人
が
そ
の
貨
幣
所
得
の

E
れ
打
け
の
割
合
を
貯
蓄
す
ぺ
き
か
を
決
定
し
つ

k
b
る
と

き
、
彼
は
同
前
の
泊
賛
と
官
の
所
有
者
た
る
乙
と
-
A

の
聞
の
選
揮
を
行
っ
て
ゐ
る
。
彼
が
消
費
を
可
友
り
と
決
す
る
限
り
、
彼
は
必

十
財
貨
を
購
は
ね
ば
な
ら
ね
。
然
し
彼
が
貯
蓄
を
可
及
り
と
決
す
る
限
り
、
彼
に
は
更
に
決
定
す
べ
き
こ
と
が
浅
さ
れ
て
ゐ
る
。
主
由

じ
彼
は
貨
幣
(
又
は
貨
鮮
の
一
読
動
的
些
守
備
物
)
の
形
態
に
於
い
て
も
、
或
は
寅
物
資
本
の
形
態
に
た
い
て
も
、
富
を
保
有
す
る
と
と
に
よ

っ
て
そ
れ
を
所
有
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。

と
の
第
二
の
決
定
は
、
便
宜
上
、
退
識
と
投
資
と
の
閣
の
濯
揮
、
又
は
之
K
代
る
も
の
と

L
て
銀
行
預
金
と
有
償
詮
去
と
の
周
の
選
課
と
述
べ
る
と
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。

さ
て
或
る
個
人
が
彼
の
宮
を
以
前
よ
り
も
よ
り

C. Bre語ciani.T1lrroni; The Theory of Sa町 ng，Econornic:il.， Vo1. 11工 (New
Series) No. 9・February，1936. p. 7. 
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多
〈
貯
蓄
預
金
の
形
態
に
む
い
て
保
有
せ
ん
と
す
る
立
向
を
有
し
、
他
の
形
態
に
沿
い
て
そ
れ
を
保
有
せ
ん
と
す
る
意
向
を
溺
く
し

て
ゐ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
、
彼
が
そ
の
守
聞
を
如
何
に
し
て
も
貯
蓄
預
金
の
形
態
に
沿
い
て
保
有
せ
ん
と
決
意
し
て
ゐ
る
こ
と

を
意
味
す
る
・
も
の
で
は
な
い
。
有
仮
設
券
に
劃
す
る
彼
の
不
満
足
は
絶
謝
的
の
も
の
で
は
な
く
、
貯
蓄
預
金
と
他
の
布
債
詮
朱
と
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
何
ら
る
ぺ
き
照
京
市
の
牧
徒
に
闘
す
る
彼
の
期
待
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
明
か
に
後
者
の
債
格

に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
、
又
前
者
に
付
興
さ
れ
る
利
子
歩
合
に
よ
っ
て
も
影
響
さ
れ
る
。
従
っ
て
他
の
有
債
詮
晶
体
の
偵
待
水
準
が
十
分

に
下
落
す
る
な
ら
ば
、
彼
は
そ
れ
等
に
還
る
上
う
に
誘
は
れ
得
る
。
か
く
の
如
〈
に
い
ふ
の
で
あ
る
。

日
:

山
凶

f」

E
の
場
合
に
沿
い
て
は
、
貯
蓄
頂
金
の
令
部
は
、
貨
幣
を
以
っ
て
測
ら
れ
る
同
定
資
本
よ
り
の
将
来
の
見
積
純
牧
徒
止
、

と
の
附
附
来
山
口
牧
九
社
ヰ
一
川
町
、
本
に
瀧
た
す
あ
た
め

K
川
ふ
あ
利
子
沙
ん
日
正
よ
れ
り
日
山
ま
あ
資
本
劇
部
山
す
限
付
怜

'u.
川
州
訪
問
人
ー
に
付

m一t
し
れ
る

利
子
歩
合
と
の
間
の
比
較
術
量
に
よ
っ
て
、
或
る
時
は
全
部
が
、
或
る
時
は
そ
れ
の
一
部
が
資
本
財
へ
振
り
向
け
ら
れ
る
事
に
な
る

の
で
る
る
。
け
れ
ど
有
と
れ
に
け
の
事
は
、
銀
行
制
度
の
何
等
か
の
行
動
友
し
に
行
は
れ
う
る
事
で
あ
る
。
従
っ
て
第
一
の
問
題
の

闘
す
る
限
り
に
た
い
て
は
、
銀
行
制
度
に
む
け
る
何
等
か
の
行
動
と
闘
聯
を
持
た
な
い
と
言
ひ
得
る
の
で
あ
る
。

そ
の
第
二
に
閥
ず
る
彼
の
説
明
に
よ
れ
ば
。
銀
行
制
皮
が
公
衆
の
方
向
と
は
反
割
に
動
き
、
公
衆
が
保
山
行
ず
る
事
を
以
前
よ
り
は

望
ん
で
ゐ
た
い
有
債
誇
雰
を
真
上
げ
、
共
等
に
劃
し
て
、
公
衆
が
以
前
よ
り
も
よ
り
多
〈
保
有
せ
ん
と
笠
ん
で
ゐ
る
附
加
的
貯
蓄
頂

金
を
進
出
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、

公
衆
の
貯
蓄
預
金
に
封
ず
る
好
尚
に
舷
や
る
友
ら
ば
、
そ
の
場
合
に
は
投
資
物
件
の
債
格
水
準
は

一
金
も
下
落
す
る
必
要
は
な
い
。
従
っ
て
有
償
詮
券
の
債
格
水
準
の
下
落
は
、

公
衆
の
弱
気
が
銀
行
制
度
に
よ
る
貯
蓄
預
金
の
描
出
に

よ
っ
て
充
分
陀
穫
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
又
は
、
公
衆
の
強
気
が
銀
行
制
度
に
よ
る
貯
蓄
預
金
の
牧
縮
に
よ
っ
て
過
度
に
復
さ
れ
た

投
資
を
超
ゆ
る
貯
蓄
の
遁
剰

第
四
十
四
巻

第

量量

O 

ハ、
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投
資
を
超
ゆ
る
貯
蓄
四
過
剰

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
、

l
t
一
一
一
日
ひ
、
叉
は
、
強
気
の
意
向
が
増
加
し
つ
a
h

あ
る
と
き
に
は
、
貯
蓄
瀕
金
の
低
減
す
る
傾
向
が
存
す

i¥. 

第

号先

O 

る
で
あ
ら
う
。

乙
の
低
減
の
制
は
、
短
期
の
利
子
歩
合
と
の
闘
係
に
た
い
て
有
価
詮
稼
債
格
の
際
貨
が
、
如
何
程
完
全
に
強
気
の
玄

向
を
相
殺
す
る
か
に
依
作
す
る
で
あ
ら
う
。

そ
こ
に
は
公
衆
の
意
向
を
平
均
し
て
丁
度
強
気
と
釣
合
ひ
、
従
っ
て
貯
蓄
預
金
の
量
は

鎚
ら
た
い
、
ど
こ
ろ
の
、
代
的
諮
保
健
格
の
一
つ
の
水
準
が
見
出
さ
れ
る
で
あ
ら
う

q

然
し
て
有
償
設
心
得
慣
絡
が
向
ほ
こ
れ
よ
り
も
一

-ト

hL'司

F
、
川
、
〉

p
i
h

》

P4
町、

日
ぽ
『
ド
戸
く

t
z
f
u
k

川
七
の
揚
ハ
品
川
に
は
山
口
沼
周
金
の
足
は
資
際
に
明
加
さ
れ
る

C
あ
ら
う
。
然
し
(
産
業
的
流
一
地
の
必
要
制
に
恥
け
る
州

盤
的
鑓
化
は
別
と
し
て
)
若
し
銀
行
制
度
が
自
ら
有
憤
詮
努
を
貿
ふ
こ
と
に
よ
勺
て
直
接
に
右
倒
訟
雰
慎
怖
の
総
長
者
も
4
1

ら
す
た
正

ば
、
或
は
会
衆
の
異
れ
る
分
汲
の
間
に
意
見
の
相
違
が
存
し
、

一
つ
の
分
波
が
容
易
左
る
信
用
に
よ
っ
て
投
機
的
に
有
償
詮
務
を
賀

ふ
た
め
に
借
入
を
す
ぺ
く
誘
は
れ
る
と
し
、
従
っ
て
公
衆
の
他
の
分
沃
は
平
ろ
貯
蓄
預
金
を
、
選
ぶ
ぺ
垂
水
準
に
ま
で
有
償
詮
山
本
債
絡

が
高
め
ら
れ
得
る
と
一
五
ふ
事
貨
を
銀
行
制
度
が
利
用
す
る
な
ら
ば
、
貯
蓄
税
金
の
量
は
強
気
の
崎
明
大
に
も
拘
ら
や
、
維
持
さ
れ
又
は

増
加
さ
れ
得
る
の
み
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
有
償
設
券
債
格
の
現
賓
の
水
準
は
、
我
々
が
さ
き
に
見
た
る
如
く
、

合
と
銀
行
制
度
の
行
動
と
の
合
成
さ
れ
た
結
果
で
ち
る
、
と
↓
ヲ
ロ
ふ
の
で
る
る
。

公
衆
の
強
気
の
皮

貯
蓄
預
金
が
増
加
し
た
が
ら
猶
ほ
有
償
詮
券
の
債
格
の
上
昇
す
る
事
費
に
関
聯
し
て
み
て
も
、
此
庭
で
は
貯
藷
の
み
が
投
資
さ
れ

る
の
で
は
た
く
、
投
資
さ
れ
る
も
の
は
貯
蓄
以
外
に
も
猶
ほ
存
す
る
事
を
明
に
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
此
等
の
操
作
は
凡

て
、
銀
行
制
度
の
側
に
沿
け
る
何
等
か
の
行
動
を
珠
想
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
乙
の
意
味
に
沿
い
て
は
銀
行
の
側
に
会
け
る

何
等
か
の
行
動
を
抽
出
怨
し
て
ゐ
た
い
前
の
操
作
と
は
段
階
を
異
に
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
彼
が
斯
く
の
如
く
銀
行
制
度
の
側
に

必
け
る
何
等
か
の
行
動
を
象
想
し
て
ゐ
る
限
り
に
た
い
て
は
、
彼
が
日
本
版
に
対
す
る
序
文
に
お
い
て
一
連
ペ
た
る
「
私
以
外
の
他
の

Keynes; ibid." p. 124・鬼頭部、前掲帯、分jJjJ-z，頁叩
Keynes; ibid.， p. 250-251.鬼頭課、前掲書、分別打、 ];[12--13
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凡
て
の
論
汗
は
、
「
強
制
内
」
貯
蓄
(
彼
等
の
川
請
に
お
け
る

)
U
投
資
の
岡
山
似
と
貯
者
と
の
注
傾
向
川
け
を
銀
行
制
度
の
側
に
沿
け
る
或

る
行
活
に
恭
〈
一
現
象
で
あ
る
と
考
へ
る

3

そ
れ
は
泊
貨
膨
脹
の
行
鴻

又
は
銀
行
制
度
の
中
立
性
よ
り
の
離
隔
と
し

信
用
膨
脹
、

て
種
々
に
遁
ペ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
:
・
・
さ
て
私
の
強
調
し
た
い
と
思
ふ
と
こ
ろ
は
、
以
下
の
第
三
編
の
理
論
は
こ
れ

左
若
干
の
煩
似
を
有
し
て
ゐ
る
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
併
し
此
の
如
き
も
の
で
は
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
己
と
言
ふ
言
葉
と

矛
盾
す
る
か
の
如
く
見
え
る
の
で
あ
る
。

と
は
い
へ
彼
の
強
調
し
た
い
と
巧
へ
た
の
は
、
銀
行
制
度
の
側
に
お
け
る
何
等
か
の
什
動

-
泣
き
場
合
に
た
い
て
も
猶
ほ
市
中
識
し
う
る
投
資
の
岡
山
値
と
貯
蓄
と
の
附
係
で
あ
っ
た
と
与
へ
也
し
て
み
れ
ば
、

こ
の
矛
盾
は
解
消
す

る
。
印
ち
彼
の
強
調
し
た
か
っ
た
の
は
、

然
も
彼
に
特
有
で
あ
る
と
汚
へ
う
る
の
は
、

銀
行
制
度
の
行
動
た
雪
場
合
に
、

貯
蓄
は

、、
円
亡
折
茂
品
川
叫
刊
の
帥
州
民
に
支
出
さ
机
る
と

1
限
ら
な
い
も

と
い
ふ
一
巾
お
い
っ
た
の
℃
あ
り
ー

u
j
p
!
?
i
l』

f

‘

:

，

、

7

'

l

d

e

岱
岬
巾
品
川
泣
事
掛
川
力
作
門
d
t
J
Yス
ー
で
む
矧
ぷ
仁
川

の
た
き
事
を
間
同
定
し
た
我
々
の
問
題
も
此
慮
に
向
け
ら
る
べ
き
で
あ
る
の

銀
行
制
度
の
側
に
治
け
る
何
等
の
行
動
も
友
し
と
い
ふ
俄
定
の
下
に
語
い
て
は
‘
貯
蓄
は
投
資
さ
れ
る
か
又
は
蓄
蔵
さ
れ
る
か
す

る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
に
貯
蓄
の
般
向
け
ら
れ
る
所
は
無
い
空
白
で
あ
る
。
放
に
若
し
貯
蓄
が
投
資
の
賀
川
に
超
過
し
て
ゐ
る
と

き
に
は
、
消
費
財
慣
絡
の
低
下
と
と
も
に
投
資
財
慣
格
の
上
昇
が
生
中
る
か
、
ま
た
は
モ
れ
忙
け
だ
円
の
蓄
蔵
が
現
は
れ
ね
ば
た
ら

左
い
の
で
あ
っ
て
、

ケ
イ
ン
ズ
の
や
う
に
、
消
費
財
の
物
慣
水
準
が
役
資
を
趨
ゆ
る
貯
蓄
の
過
利
に
よ
っ
て
下
落
す
る
と
き
に
は
、

警
び
蓄
岐
に
た
け
る
何
世
干
の
増
大
も
存
し
な
い
に
し
て
も
、
投
資
財
の
物
憤
水
準
に
沿
い
て
何
等
の
桐
殺
的
騰
貴
そ
必
要
E
F
一
し
な

い
、
賄
く
て
一
般
的
物
償
水
準
は
下
落
す
る
で
あ
ら
う
、

と
い
ふ
事
は
一
一
一
日
へ
お
空
白
で
あ
る

3

四

投
資
を
越
ゆ
る
貯
蓄
の
遁
剥

策

擁
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投
資
を
超
ゆ
る
貯
蓄
の
過
剰

第
四
十
四
巻

主戸

披

O 
四

i¥.. 
四

け
れ
ど
も
以
上
の
や
う
に
考
へ
る
の
に
針
し
て
、

ケ
イ
ン
ズ
は
論
駁
の
仕
方
を
持
っ
て
ゐ
る
。

彼
は
次
の
や
う
に
二
一
口
ふ
の
で
あ

る
c

来
し
新
投
資
の
一
債
値
が
経
常
貯
蓄
の
量
よ
り
も
小
で
あ
る
左
ら
ば
、
全
憾
と
し
て
の
企
業
者
は
そ
の
差
額
に
精
密
に
等
し
き
損

失
を
蒙
っ
て
ゐ
な
け
れ
ば
佐
ら
な
い
。
経
常
宮
崎
同
高
の
賓
却
よ
り
期
待
さ
れ
う
る
に
け
の
現
金
が
受
取
ら
れ
友
い
と
と
を
表
す
此
等

の
損
失
は
、
何
等
か
の
方
法
に
よ
っ
て
償
は
れ
ぬ
目
ば
な
ら
ね
。
令
業
者
は
彼
等
自
身
の
銀
行
預
金
を
械
や
る
か
、

又
は
彼
等
、
の
他
の

資
本
財
産
の
或
る
物
を
責
印
す
る
か
に
よ
っ
亡
共
等
を
償
ぴ
得
る
の
み
?
あ
る
。
斯
〈
の
如

f
し
て
譲
渡
さ
れ
た
銀
行
預
金
止
、
斯

〈
の
如
〈
1
一
」
一
町
民
印
山
口
れ
た
有
限
設
緊

t
ー
に
、
新
投
資
の
償
似
を
超
ゆ
る
経
常
貯
誉
め
過
剰
に
制

L
亡
品
川
川
さ
己
、
こ
と
や
-
得
、
叉

そ
の
過
剰
に
精
由
刊
に
等
し
い
。
従
っ
て
新
投
資
の
費
用
を
超
ゆ
る
貯
蓄
の
過
剰
に
よ
っ
て
消
費
財
の
債
格
水
準
が
下
落
す
る
場
合

に
、
貯
蓄
預
金
の
増
加
を
見
左
い
に
し
て
も
、
換
言
す
れ
ば
、
費
消
さ
れ
ざ
る
貨
幣
を
ま
同
減
す
べ
き
意
向
が
増
さ
な
い
と
し
て
も
、

投
資
財
の
償
格
水
準
に
は
と
れ
を
補
整
す
べ
き
騰
貴
の
必
然
性
は
存
し
な
い
。
さ
れ
ば
消
費
財
の
領
格
水
準
の
下
落
は
、
蓄
臓
が
行

は
れ
-
泣
い
揚
合

ι色、
-
般
物
僚
水
準
の
下
落
と
な
っ
て
現
は
れ
得
る
。

目
見
と
同
様
左
理
論
は
彼
の
日
本
版
へ
の
序
文
の
中
に
も
る
る
。
す
な
は
ち
貯
蓄
と
投
資
の
傾
佑
と
の
間
の
差
は
、
銀
行
制
度
の
上

に
何
等
の
痕
跡
も
時
四
さ
や
に
褒
展
す
る
こ
と
を
得
る
、

と
一
一
一
日
ひ
、
次
の
や
う
に
漣
べ
る
。
投
資
の
不
足
に
よ
り
企
業
者
に
劃
し
て
生

北

y

る
損
失
が
、
新
起
債
市
場
を
通
じ
て
、
又
は
経
常
投
資
の
債
伯
を
超
過
し
て
貨
幣
を
貯
蓄
し
て
来
た
枇
舎
の
成
員
に
現
有
資
産
を

費
却
し
、
以
て
現
金
を
調
達
す
る
と
と
に
よ
っ
で
填
補
さ
る
ミ
と
き
に
は
第
一
の
例
H
上
掲
の
揚
合
l
飯
悶
H
が
起
る
。

こ
の
操
作

は
銀
行
制
度
の
上
に
如
何
な
る
痕
跡
を
も
止
め
左
い
。
貯
蓄
者
は
彼
の
貯
蓄
の
瀬
だ
け
富
裕
に
な
り
、
又
生
産
者
は
彼
等
の
損
失
の

制
だ
け
貧
し
く
友
り
、

必
要
注
械
に
針
し
て
財
産
が
二
つ
の
階
級
の
問
に
そ
の
所
有
者
を
新
一
へ
る
と
い
ふ
以
外
に
は
何
事
も
起
ら
な

February， 1936泊 p.7・
Keynes， ibid.， p. 145・鬼頭謀、前掲書、分加2、lT33'-'34



ぃ
。
こ
の
一
現
象
が
生
や
る
た
め
に
銀
行
制
度
が
何
等
か
の
積
極
的
方
策
を
採
る
こ
止
は
必
要
で
は
友
い
。
そ
れ
は
公
衆
の
貯
蓄
に
到

又
は
企
業
者
の
投
資
に
刻
す
る
意
向
の
務
化
よ
り
直
接
に
出
来
す
る
乙
と
を
得
る
。

ず
る
性
向
の
媛
化
、

斯
く
て
後
の
場
合
の
そ
れ
が
銀
行
制
度
に
会
け
る
何
等
か
の
行
動
を
抽
出
想
し
な
い
揚
合
の
操
作
で
あ
る
と
同
ピ
や
う
に
、
前
の
揚

合
の
そ
れ
も
こ
の
想
定
の
下
に
な
け
る
も
の
で
あ
る
事
は
擦
で
あ
る
。
そ
し
て
以
上
の
原
論
に
封
し
て
鬼
頭
氏
は
次
の
や
う
に
補
足

さ
れ
る
。
企
業
者
は
彼
等
自
身
の
銀
行
預
金
を
引
出
し
て
こ
れ
に
充
営
す
る
か
、

叉
は
他
の
資
本
財
産
郎
ち
有
償
詮
鼻
持
を
寅
却
し
て

資
金
一
を
調
達
す
る
か
、
何
れ
か
の
方
法
を
濯
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。
企
業
者
が
頂
金
を
減
や
る
友
ら
ば
、
そ
れ
は
他
方
に
於
て
消
費
者
の

側
に
於
け
る
質
金
の
附
H

加
と
な
っ
て
現
は
れ
、
投
資
を
超
ゆ
る
貯
蓄
の
過
刺
は
、

か
く
し
て
z
折
投
資
財
の
憤
絡
に
は
何
等
の
影
響
を

も
及
、
昨

J

は
た
い
と
と
¥
た
ろ
c
M
h
し
又
有
限
設
中
川
社
池
山
川
た
保
件
に
て
賀
川
す
九
な
ら
ば
、
消
費
者
の
応
諸
預
金
は
こ
れ
忙
内
つ
℃
投

ぜ
ら
れ
、
此
の
場
合
に
も
亦
祈
投
資
財
の
悦
絡
は
何
等
の
影
響
も
受
け
友
一
て
と
。

け
れ
ど
も
こ
れ
は
正
し
く
な
い
。
貯
蓄
預
金
の
減
少
が
、
諸
銀
行
の
全
資
産
に
於
け
る
此
の
減
少
に
等
し
き
額
の
減
少
に
よ
っ
て

釣
合
を
保
た
れ
た
い
と
き
に
は
.
そ
れ
は
産
業
的
流
通
の
た
め
に
使
用
さ
れ
得
る
貨
幣
額
を
増
加
す
る
筈
で
あ
る
。
即
ち
先
づ
最
初

の
貼
に
付
い
て
一
一
一
同
へ
ば
、
企
業
者
が
預
金
を
減
十
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
他
山
々
に
於
い
て
消
費
者
の
側
に
沿
け
る
預
金
の
増
加
に
た
っ

て
現
は
れ
る
、
と
言
は
れ
で
あ
る
が
、
企
業
者
が
減
や
る
預
金
は
消
費
者
が
増
加
す
る
頭
金
と
は
単
一
た
れ
る
預
金
で
あ
っ
て
、
前
者

は
こ
の
場
合
貯
蓄
民
金
で
あ
る
が
後
者
は
所
得
演
金
で
あ
る
筈
で
あ
る
。
何
故
友
ら
若
し
雨
方
と
も
等
し
く
貯
蓄
預
金
で
あ
る
友
ら

ば
、
投
資
を
超
ゆ
る
貯
蓄
の
過
剰
は
、
そ
れ
だ
け
だ
け
貯
詰
預
金
の
増
加
と
左
っ
た
詩
で
あ
っ
て
、
新
投
費
財
の
債
格
に
何
壮
一
寸
の
影

山
官
庁
も
及
ぼ
さ
な
い
事
は
瞭
か
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
と
の
場
合
は
、
そ
れ
だ
け
だ
け
の
貯
蓄
預
金
が
減
ぜ
ら
れ
、
減

投
資
を
超
ゆ
る
貯
蓄

o
過
剰

第
四
十
四
巻

i¥. 
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投
資
を
越
ゆ
る
貯
蓄
の
過
剰

第
四
十
四
巻

O 
ノ、

一
一
八
六

第
二
銑

ぜ
ら
れ
た
だ
け
の
産
業
同
流
通
の
増
大
と
腕
ね
ば
た
ら
友
い
。
次
に
後
の
貼
に
付
い
て
一
一
d

へ
ば
、
損
失
を
蒙
れ
る
企
業
者
が
級
の
机

北
ん
を
填
補
す
る
た
め
に
、
彼
の
有
償
設
中
亦
を
責
却
し
、
こ
れ
に
到
し
で
過
剰
貯
蓄
が
支
排
は
れ
る
た
ら
ば
、
ま
た
貯
蓄
預
金
は
掛
川

し
た
い
に
し
て
も
、
正
に
そ
れ
だ
け
だ
け
消
費
財
生
産
者
を
通
じ
て
産
業
的
流
通
が
棋
大
し
友
け
れ
ば
な
ら
た
い
。
以
上
何
れ
の
場

ん
日
を
み
て
も
、
成
る
陛
貯
蓄
嗣
皿
金
は
情
大
せ
中
、

し
か
も
新
投
資
財
の
一
間
川
崎
は
尚
ま
ら
可
子
、
従
勺
て
一
般
物
僚
は
動
一
か
た
い
や
ろ
に

見
え
る
の
℃
あ
る
が
、

世
お
に
は
月
四
栄
的
涜
屈
に
た
け
る
蹴
大
が
伐
っ
て
ゐ
る
。

と
れ
が
何
等
か
の
探
飢
の
い
へ
判
断
『
と
取
ら
紅
い
か
。

夫
慮
で
産
業
的
流
通
の
横
大
は
ケ
イ
ン
ヌ
に
お
い
て

'U
利
に
市
内
ヘ
ら
れ
て
ゐ
お
か
を
み
て
み
よ
ろ
c

枕
仰
に
よ
ぷ
ば
産
業
制
椛
過
の

た
め
の
貨
幣
の
需
要
と
供
給
と
の
一
千
衡
が
、

貨
幣
の
全
供
給
の
時
変
化
の
結
果
と
し
て
鑓
ぜ
ら
れ
る
も
、
或
は
金
融
的
流
通
の
出
現
化
の

結
果
と
し
て
、

或
は
産
出
物
の
債
値
と
の
闘
係
に
ゐ
け
る
産
業
的
流
通
の
必
要
額
の
場
一
化
の
結
山
本
と
し
て
、
成
は
所
得
の
景
の
鍵
化

の
結
果
と
し
て
建
ぜ
ら
れ
る
も
、
議
論
の
其
後
の
進
行
に
は
多
〈
の
差
遣
を
来
さ
な
い
。
従
っ
て
貨
幣
の
会
供
給
の
痩
化
の
場
合
を

考
察
す
れ
ば
充
分
で
あ
る
い
C

し
て
夫
の
場
を
進
め
る
。

貨
幣
制
度
へ
の
現
金
(
こ
の
言
葉
を
中
央
銀
行
の
準
備
金
を
合
む
も
の
と
し
て
刑
ひ
る
)
の
掛
川
加
せ
る
数
景
の
注
入
は
、
組
合
銀
行
の
準
備

資
源
を
増
加
す
ぺ
舎
が
故
に
、
そ
れ
は
刺
八
日
銀
行
を
し
て
一
居
綬
和
た
る
保
件
に
於
て
自
ら
進
ん
で
貸
出
を
行
ふ
に
至
ら
し
め
る
で

あ
ら
う
。
印
ち
新
し
き
貨
幣
は
銀
行
を
刺
戟
し
て
、
資
源
が
満
足
な
る
僚
件
に
て
提
供
さ
れ
る
-
な
ら
ば
何
時
に
で
も
共
等
を
利
用
せ

ん
と
し
て
ゐ
る
借
予
の
庭
介
に
任
さ
れ
る
。

間
接
に
貯
蓄
預
金
又
は
笹
業
預
金
B
に
向

そ
こ
で
新
し
い
借
入
手
取
金
の
一
部
は
、

ひ
、
か
く
し
て
金
融
的
流
通
を
増
大
す
る
こ
と
が
あ
る
。
然
し
そ
の
残
徐
は
直
接
に
又
は
終
局
に
は
企
業
者
の
千
に
入
ら
ね
ば
な
ら

な
い
。
事
情
斯
の
如
く
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
借
入
が
一
居
容
易
に
友
る
と
と
は
一
般
に
恐
ら
く

l
他
の
如
何
在
る
結
果
を
そ
れ

鬼胤課、分IJI灯、頁27E王eynes.ibid.r p. 262 1 ) 



が
え
生
十
る
こ
と
が
あ
ら
う
と
も
三
つ
の
様
式
の
何
れ
か
に
於
て
企
業
符
に
彩
響
を
興
へ
る
で
あ
ら
う
。

(
一
)
低
下
せ
る
利
子
場
合
は
資
本
川
の
倒
的
併
を
引
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
共
等
の
生
還
を
刺
践
す
る
で
あ
ら
う

3

そ
の
上
、
伊
一
七
し

そ
れ
と
同
時
に
金
融
的
流
通
の
た
め
の
一
居
間
津
た
又
一
居
安
債
な
貨
幣
の
影
響
が
有
償
誰
歩
間
絡
を
引
上
げ
る
殻
旧
式
を
有
す
る
な

ら
ば
、

こ
の
傾
向
は
更
に
助
長
さ
れ
得
る
。

(
二
)
企
業
者
た
ら
ん
と
す
る
借
手
の
満
足
さ
れ
ざ
る
附
属
的
都
分
が
以
前
に
存
し
、
彼

世
一
ザ
は
元
の
燦
件
に
於
て
さ
へ
若
し
可
能
で
あ
っ
た
友
ら
ば
何
時
に
で
も
借
入
を
友
さ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
又
他
方
に
於
て
生
産

ぽ
同
子
の
失
業
せ
る
附
属
的
部
分
が
存
す
る
畑
山
り
、
お
干
の
企
業
者
は
今
や
現
十
伐
の
報
酬
率
に
於
て
生
産
沼
凶
子
の
附
加
量
に
仕
事

や
一
ぬ
供
す
る
こ
と
を
作
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。

(
ゴ
一
)
若
干
の
企
業
者
は
利
潤
主
謀
忽
ず
る

(
新
ら
し
き
貨
幣
。
滅
入
勾
川
以
後
。
結
果
と
し

7
J
f
t
:
、

i

j

H

l

 

J
λ
i
n
L
P
 

依
存
の
川
町
山
-
川
川
社
榊
川
寸
pyq
こ
と
は
生
一
応
試
川
子
に
対
し
亡
げ
J
川
上
川
ソ
も
清
一
日
川
均
一
加
を
ほ
供
「
る
こ
と
ド
司
法
味
ず

る
に
し
て
も
、
彼
等
は
今
や
そ
れ
を
増
加
ぜ
ん
と
欲
す
る
こ
と
が
あ
る
。

斯
の
如
く
三
つ
の
凡
て
の
場
合
に
、
同
定
資
本
の
形
態
に
於
て
か
又
は
粧
品
古
資
本
の
形
態
に
於
て
、
晩
か
れ
早
か
れ
新
投
資
の
債

値
は
精
加
し
、

又
恐
ら
く
は
若
山
南
も
同
ほ
に
増
加
す
る
で
あ
ら
う
。
然
か
も
貨
幣
数
量
の
鋭
化
の
貯
蓄
率
に
封
す
る
影
響
は
、
投

資
事
ヤ
の
礎
化
を
補
壊
す
る
が
如
き
ち
の
で
あ
ら
う
と
忽
像
す
ぺ
き
何
等
の
叩
べ
巾
も
作
し
な
い
。
さ
礼
ぱ
、
収
入
率
が
若
し
し
ム
騰
す
る

と
し
て
、
そ
の
結
果
如
何
な
る
諸
憤
値
の
騰
貨
が
趨
る
に
せ
よ
、
そ
の
上
に
加
重
さ
れ
る
一
居
の
騰
貴
が
、
貯
替
と
の
闘
係
に
た
け

る
投
資
の
増
加
の
結
果
と
し
て
起
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
換
一
一
一
一
目
す
れ
ば
.
。
の
線
量
が
増
加
さ
れ
る
に
せ
よ
又
は
さ
れ
ざ
る
に
せ
よ
・
使

用
さ
れ
得
る
所
得
に
閲
す
る
産
出
物
怠
る
O
の
部
分
は
、
使
刑
さ
れ
得
る
所
得
の
購
入
に
資
さ
れ
る
市
の
部
分
ほ
ど
多
く
は
増
加
さ

回
、

l

泊

。

冨

q

z

れ
な
い
で
る
ら
う
。
従
っ
て

B
は
我
々
が
見
た
る
如
く
バ
「
に
よ
っ
て
浪
ら
れ
る
額
た
け
俳
」
を
超
過
し
て
騰
貴
す
る
で
あ
ら

投
資
を
越
ゆ
る
貯
蓄
の
過
剰

第
四
十
四
巻

二
八
七

筑

波

O 
七



投

資

を

超

ゆ

る

貯

蓄

の

過

剰

第

四

十

四

各

同

l
l
出

。

引

。
又
一
方
に
於
て

π
は
l
qー
に
よ
っ
て
洩
ら
れ
る
縦
だ
け
騰
貴
す
る
で
あ
ら
う

銃

器産

O 

^ 

^ 
丹、

最
早
や
冗
一
一
面
を
要
し
た
い
で
あ
ら
う
。
壁
一
一
ひ
蓄
臓
部
分
を
、
預
金
の
引
き
出
し
に
よ
っ
て
又
は
よ
有
償
設
務
の
販
買
に
よ
っ
て
何
庭

か
へ
運
び
得
る
如
く
見
え
る
に
し
て
も
、
斯
く
の
如
〈
し
て
と
り
出
さ
れ
た
る
貯
蓄
預
金
は
畢
覚
産
業
的
流
通
へ
師
る
以
外
に
道
を

有
せ
す
、
産
業
的
流
地
に
断
る
以
上
我
々
が
ケ
イ
ン
ズ
の
百
莱
に
よ
っ
て
救
へ
ら
れ
る
如
く
、
民
資
財
償
格
消
資
財
債
格
及
び
臨
舶
が

て
ほ
憾
償
仲
悼
の
騰
立
を
促
す
こ
と
h
h

な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
彼
に
よ
っ
て
左
ら
れ
た
る
論
駁
の
仕
方
は
、
誰
よ
り

も
先
づ
級
自
身
心
山
論
K
J
つ
で
似
ら
れ
あ
訟
と
と
】
心
。

五

斯
く
て
銀
行
制
度
の
上
に
何
等
の
痕
跡
を
も
伐
さ
中
し
て
猶
段
、
貯
蓄
と
投
資
の
的
値
と
の
聞
は
牢
離
し
う
る
と
い
ふ
ケ
イ
ン
ズ

の
設
は
、
若
し
我
k

が
蓄
臓
の
存
在
を
許
さ
友
い
限
り
成

1
ち
得
た
い
の
で
あ
っ
て
、
尉
蓄
は
全
て
投
資
さ
れ
る
ル
」
見
怠
け
れ
ば
た

ら
た
く
た
る
。
従
っ
て
肘
蓄
が
投
資
を
超
え
れ
ば
、
投
資
財
の

mH怜
騰
立
か
ま
た
は
ま
回
臓
の
的
大
と
た
り
、

一
方
で
は
消
費
財
伯
仲
怜

の
下
落
と
な
る
。

乙
の
黙
に
付
い
て
ト
ゥ
ロ
ニ
は
、

ワ
ル
ラ
ス
に
臥
し
て
言
ふ
。

ワ
ル
ラ
ス
の
方
杭
式
は
、

市
山
以
財
へ
の
支
出
が
一
皮

化
ぜ
る
と
き
、
若
し
貨
幣
量
が
一
定
し
て
ゐ
る
な
ら
ば
、
消
費
財
と
新
投
資
財
と
の
平
均
物
偵
は
反
劉
の
方
向
に
動
く
で
る
ら
う
、

と
い
ふ
事
を
一
示
す
。

ワ
ル
ラ
ス
は
、
消
費
財
に
劃
す
る
待
要
と
生
産
財
に
封
ず
る
需
要
と
の
聞
に
ゐ
け
る
封
立
を
駅
制
す
る
。
此
等

二
つ
の
需
妥
は
、
或
る
時
恥
に
沿
い
て
怖
完
的
で
は
た
く
し
て
競
争
的
(
ロ
ビ
ン
ス
教
授
の
言
葉
を
別
山
れ
ば
)
で
あ
る
、

と
い
ふ
事
は

税
め
て
明
瞭
に
ワ
ル
ラ
ス
の
方
程
式
か
ら
生
や
る
。
す
た
は
ち
、
泊
賞
者
財
に
封
す
る
所
要
の
不
釣
合
友
増
大
は
、

一
見
し
て
さ
う

み
え
る
如
く
、
構
成
的
産
業
の
生
産
物
へ
の
全
勝
需
要
を
附
…
舷
せ
る
だ
け
増
大
す
る
も
の
で
は
た
い
で
る
ら
う
。
反
制
引
に
そ
れ
は
、

]:[28λ。:7rJJ庁3Keynes; ibid.， P 292-264 鬼頭梓・



此
の
後
者
を
、
従
っ
て
そ
れ
放
に
は
資
を
減
少
せ
し
め
る
原
閃
と
な
る
で
あ
ら
う

3

事
賞
、
消
費
者
財
に
叫
制
し
て
支
捌
は
れ
る
初
の

増
大
は
、
貯
蓄
の
供
給
伊
一
減
ぜ
し
め
る
市
?
を
江
味
す
る
の
で
あ
る
。

さ
て
投
資
財
に
封
す
る
一
市
妥
が
依
存
す
る
の
は
、

正
に
こ
の
後

主
刊
に
刻
し
て
で
あ
る
。
山
川
賞
者
財
に
針
す
る
浦
安
増
大
は
、
此
等
の
財
を
生
産
す
る
企
業
者
に
と
っ
て
は
、
或
る
種
の
資
本
財
を
蹄

買
す
る
た
め
の
誘
困
と
在
る
で
る
ら
う
。
然
し
後
者
に
封
ず
る
需
要
は
、
若
し
彼
等
を
獲
得
す
べ
き
一
手
段
が
存
し
友
い
な
ら
ば
有
放

と
は
怒
り
得
友
い
の
で
あ
り
、
此
等
の
手
段
は
、
消
究
者
|
資
本
財
の
用
役
に
針
し
て
悦
格
を
支
椀
ふ
に
過
ぎ
た
い
所
の
に
上
つ

て
供
給
さ
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
信
肘
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
友
い
場
合
に
は
、
貯
蓄
者
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

此
の
ワ
ル
ラ
ス
的
行
へ
方
に
刻
し
て
火
の
や
う
に
与
へ
ね
ば
友
ら
友
い
。
消
費
財
に
封
ナ
る
一
掃
要
増
大
は
、

正
し
く
そ
れ
だ
け
だ
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頃
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t
H

ら
う
し
、
我
々
が
此
の
陥
の
伺
め
に
綾
ぺ
た
縞
命
九
二
致
す
る
。

け
れ
ど
も
投
資
財
に
釘
す
る
浦
要
減
退
か
ら
生
十
る
物
領
下
落

は
、
そ
れ
だ
け
だ
け
投
脊
財
産
業
の
宅
産
荷
の
利
潤
を
減
少
せ
し
め
、
従
っ
て
そ
れ
だ
け
だ
け
消
費
財
へ
の
需
要
を
減
少
す
る
事
と
友

る
。
従
っ
て
此
の
場
合
に
沿
い
て
は
最
早
や
消
費
財
恨
絡
は
元
の
高
さ
に
蹄
る
工
り
他
に
道
が
た
い
で
あ
ら
う
。
し
か
も
事
情
斯
く

の
如
き
揚
合
に
は
、
消
奨
財
一
時
間
要
は
、
投
資
財
産
業
の
企
業
者
が
需
要
減
混
ぜ
る
た
め
に
減
少
せ
ら
れ
、
治
資
財
産
業
に
な
い
て
も

山
間
失
の
現
は
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
従
っ
て
一
般
的
物
慣
水
準
が
一
方
の
上
昇
は
一
方
の
下
落
忙
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
、
元
の
枕
置

を
動
か
な
い
や
う
に
現
は
れ
る
事
な
く
、

一
般
的
物
慌
の
下
茶
が
現
は
れ
る
で
あ
ら
う
。
此
の
聞
は
景
気
持
型
動
の
下
降
面
で
ら
う
。
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